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人類の古病理学

鈴木隆雄＊

1．緒言一人類の古病理学の歴史一

古病理学は主として先史時代での上I､や他の動物の

骨格に出現した病変について研究する学問分野である。

鮫も古い古病理学的記戦は1774年にEsperがフラン

スの洞窟から出土した（鋪凹紀の） クマの大腿骨の捕

変－それは治癒した骨折であったが，骨肉腫として記

載された一を報告したものである(Ackerknecht ;

1962)。

人類に関する古病理学的研究が本格的になされるよ

うになったのは19世紀も半ばになってからで， この時

期での研究はブローカ野（嗅領傍野）の病変と皮質性

運動性失語症の関係を発見したフランスの外科医P.

Broca(1824～1880)や，近代病理学の父であり，画期

的な細胞病理学を確立したドイツの病理学の泰斗であ

ると同時に， 1869年にはベルリン人類学会を創設し，

自ら会長としても活躍し，多くの業績を残したR.Vir-

chow(1821～1902)など医学史上においても著名な医

学者によってなされた研究が少なくない。すなわち

Brocaは1868年フランス・ ドルドーニュから発見さ

れ，今日のHり"zos"""ss"泥泥sの基準化石となっ

たCro-Magnon人骨化石のなかの1個の頭蕊の左前

頭部に長さ50mmlllml5mmでわずかな治癒傾向のもつ

骨欠損について記載し， これを打撃による損傷と推定

している(Broca; 1873)。またVirchowについては，

1856年に発見されたNeanderthal人骨化石に深く係

わった人として有名であるが，彼はこのNeanderthal

頭蓋においては著しい骨萎縮と外傷性変化が存在する

と述べ， また四肢骨については大腿骨の前恋の強さか

らクル病と想定し， さらに四肢の関節部の状態から慢

性の関節炎などを指摘している(図1)。このVirchow

の見解がNeanderthal人骨の人類進化学史上の評価

をその後30年の長さにわたり決定的に誤らせることに

なった（鈴木尚；1971）ことはともかくとして， この

ような古病理学的見地から人骨が詳細に観察されたこ

とは注目に値しよう。

このように19世紀中頃での古病理学は化石人'間･での

病変に関する記栽が比較的多く目をひくが， これは当

時あたかも人類進化に関して重要な化石が次々と発見

され始めた時期であり，医学者を含む広汎な研究者に

大きな興味を呼んだことともその一因であろう。

20世紀にはいると人類の古病理学は新たな段階に入

ることになる。最初の大きな成果は古代エジプトの膨

大な数のミイラについての人類学的・古病理学的研究

があげられるが， これは特にE.SmithとA.Ruffel･と

いう二人の人類学者の功紙によるところ力苛大きい。彼

らの紹介した多くのミイラの古病理学的症例のなかで

も特に第21王朝の時期（紀元前1000年頃）のアモンの

僧のミイラ(Nesperehan)に認められた結核性脊椎炎

(脊椎カリエス） とそれに伴う腸腰筋領域の流注膿瘍

(IXl2)についての詳細な記救(SmithandRuffer;

1910)は世界におけるヒトでの結核の起源についての

知見を与えたのみならず，当時の本症の流行を明らか

にしたうえでも貴重な報告である。

余談になるがRuffel･は当時の最新の病理学と細菌

学の技術を身につけた医師として，それらの手法を古

代エジプ,ト ・ ミイラに応用するとともに， 「古炳理学」

!lPaleopathology"の名を鹸初に用いた研究者でもある。

ほぼ同時期の北米(アメリカ合衆国)においても古病

理学はA､HrdliEkaやE,Hootollらの努力により大き

な発展をとげている(Jarcho ; 1966)｡特にHrdli6ka

は1913年のペルーでの古人骨調査において収集した多

数の人骨に出現した病変を記録しているが，それらの

骨標本は現在もHrdli6kaCollectionとして古捕理学

的に賞重な研究貴料として活用されている(Tyson

andAIcauskas ; 1980)。

2．今日の古病理学

第2次世界大戦後の人類学における古病理学の発展

は著しいものがあり，限られた紙而で各個の研究肴の

業絞の全容を紹介することは不可能であるが，今、の

古病理学の特徴としては次のようにまとめられよう。

1つは人骨に出現するさまざまな疾病の診断に関す

る正確さが増したことである。これは多くの症例の増

加と知識の集横によってもたらされた診断技術の向上
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エジプト第21王朝期アモン僧のミイラに発見

された脊椎カリエスと流注膿瘍(ニューヨーク

医学アカデミー所蔵：小川鼎三監訳,図説｢医学

の歴史」 (No.5)p93より）

図2

図1 ネアンデルタール化石人骨

（ネアンデルタール博物館所蔵）

頃を中心とするアメリカ・インディアンの骨格集団を

対象とした古病理学的研究では（後で述べるような古

疫学的指標も含めて),まさに骨病変がその集団での時

代的・生物文化的変容を明確に説明しうる変数である

ことを示している(Larsen; 1982, Lalloetal. ;

1980)。これら一連の研究から判ることは，よく遭遇す

るいわばありふれた骨病変や比較的小さく非特異的な

骨の異常は単に個々の変化として取り扱うのではなく，

むしろその集団での環境や生態学的状況をよく反映す

る一種のマーカー（ス．トレス・マーカーあるいは古疫

学的指標などとも言われる） として集団的（疫学的）

に取り扱われるべきであるということである。このよ

うなマーカーとしては長骨骨端部分にできるハリス線

歯のエナメル質にみられる形成不全や微小欠損（ウィ

ルソン帯）をはじめとして，眼窩上板での骨多孔を主

徴とするクリブラ・オルビタリアや幾つかの関節部位

での変形性骨関節症などもその対象として考察される

ようになってきた(cf・ CohenandArmelagos;

1984)。

や，古病理学的問題に絞りこんだ骨格研究のデザイン

の向上とその成果によっている。さらに個々の骨疾患

に対する精度の高い診断技術の発展とともに，なにか

と制約の多い古人骨病変の解析に関して，有効かつ実

用性のある（古病理学的）疾病分類が活用されるよう

になってきたことも一因となっている。

もう1つはUbelaker (1982)などが指摘するよう

に，古人骨にあらわれた病変を単にその個体の病気と

捉えるだけでなく，生物文化的意義(BioculturalCon.

text)を解析する手段として活用されてきたことであ

る。すなわち「この病気の歴史とは何か？」というこ

とから「この病気の集団内での意味は何か？」とか，

｢この病気は集団での他の生活文化的なデータとどう

関連するのか？」というように，古人骨病変の解釈に

あたって質的な変容がなされてきているということで

ある。

特にアメリカでは12～13世紀にかけて生じたそれま

での狩猟採集からトウモロコシを中心とする農耕社会

へという生活と経済の大変革が知られているが， この
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ブロークン・ヒル頭蓋

上顎歯槽部分での歯周性病変による膿瘍痕およ

び左側頭骨中央部分での骨欠損像（東京大学総

合研究資料館所蔵のカスト)。

図4

基準化石とされるものである。古病理学的に問題とな

るのは第1号大腿骨と呼ばれる保存の良好な左大腿骨

である。これには骨幹部近位兇に骨体内側部分から外

方へ向かって塊状の不規則な病的骨増殖が認められる

(図3)。本例についての診断は多くの議論があり，か

つては骨腫瘍（特に骨軟骨腫） とも考えられたりして

いたが，現在では多くの比較資料を用いての形態学的

研究から外傷後性化骨性筋炎という診断にほぼ確定さ

れている(Brothwell ; 1967,Steinbock; 1976)。本症

は臨床的には骨折や脱臼などの比較的重篤な外傷を契

機として急速に増大し，圧痛を伴なった異常硬結を主

徴とするもので，若年者の大腿骨は本症の好発部位の

1つである。病理学的には外傷によって挫滅した筋組

織内に血腫が形成され，二次的に異所性骨化を生じた

もので， このことから化骨性ⅢL腫とも呼ばれる病変で

ある。

ジャワ原人同様アジアでのHり抑”〃惣c伽sとして知

られる北京原人(SW"α"肋'""s)は比較的保存良好な

頭骨資料なども多く,Weidenreichによるきわめて精

密な人類学的研究も残されておI),古病理学的な記載

(特に食人を推定しうるような骨格の人為的損傷など）

もなされている。

いわゆるネアンデルタール人(旧人;"owos"""s

"""d9?伽aIg"siS)はHb"zO"'FcjZfSと異なりヨーロッ

パに広く分布する主として後期更粥泄に生存していた

人類である。今日までに発見された個体数も多く，近

年その系統や進化について大きな議論のあるところで

ある。古病理学的な記栽についても，緒言で述べた

Virchowによる最初のNeanderthal化石をはじめと

して少なくないが， ここで特に有名ないくつかの症例

について紹介しておく。

ピテカン|､ロプス化石人骨左大腿骨

骨幹部分（内側）に不規則な炎症反応性骨増殖

像を認める（東京大学総合研究資料館所蔵のカ

スト)。

図3

3．化石人骨での古病理学

ここでは本誌の性格上，化石人骨に焦点をあわせて

古病理学をレビューしてみることにする。この場合対

象となりうるのは，いわゆる猿人A"s/畑”鋤“"sと

呼ばれる絶滅種からということになるのだが，残念な

がらこれら猿人化石の多くは破片化したものがほとん

どであり，古病理学的にまとまった報告は少ないのが

現状である。したがってここでは第四紀中期更新世人

類であるHひがzoG7Fc"s (原人）以降の化石について，

いくつかの特筆すべき病変について記述する。

Hb"20 e"C"Sの最初の発見はジャワ島東部を流れ

るソロ河の中流にある|､リニールで， 1891年9月にE.

Duboisによっていわゆるジャワ原人の第1号化石(右

M3)が発見され, 1900年までに頭蓋冠1個, 3本の

歯，および5本の大腿骨が発見されている。ちなみに

この頭骨(〃鋤g“"伽""sl)はピテカントロプスの
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tosis;汎発性特発性骨増殖症）と診断される疾患のあ

ったこと力欝明らかにされている(CrubezyandTrin-

kaus: 1992)｡DISHは現代人ではさしてめずらしい

病気ではなく，我国の古人骨資料についても筆者によ

って報告がなされている(Suzuki etal. ; 1993)。本

症は脊椎（特に胸椎から腰椎）での前縦靭帯の骨化が

広範かつ顕著に発生し, "candlewax"などと呼ばれ

る肥厚した異常化骨が認められる。脊椎以外にも仙腸

関節での骨性癒合が生じたり，全身骨格での腱や靭帯

付着部にさまざまな程度での骨鰊を主体とした骨化が

生ずるもので，全身的な増骨性素因によるものと考え

られている(Resnicketal. ; 1975)。さらに興味深い

のはCrubezyandTrinkausによれば，このような全

身性骨増殖症はエチオピアのアファール低地ハダール

出土で，最も古いAzMsか極"j鋤“"sの一員と考えられ

る骨格資料(A.L.288-1 ;Lucy/Johansonetal. ;

1982）にも同様の変化が出現しておI)本症の起源が意

外に古くへ遡ることを指摘している。

日本でも，広く知られるように旧石器時代は確かに

存在し，その時代の化石人骨も幾例か発見されている。

しかしそれらの多くは比較的小さな破片である場合が

多く，残念ながら古病理学的所見も乏しい。唯一の例

外は沖縄県本島南部，具志頭村の港川と呼ばれる石灰

岩採石場の亀裂から1967年に発見された，いわゆる港

川人(Minatogawaman) と呼ばれる後期更新世の現

生人類に属する化石人骨（少なくとも5体）である。

これら港川人の頭蓋を観察した鈴木尚によれば港川2

号頭蓋は明らかな非対称性を示しており，多分先天的

なあるいは生後の斜頚(torticollis)が存在したと推論

している。さらに鈴木は港川4号頭蓋前頭部の小孔に

ついては外傷によるものと推定し，港川人の多くが洪

水や地震のような自然災害によって死亡したものと判

断している(Suzuki ;1982)。

第1例はフランス， コレーズ県から1908年の出土し

たLaChapelle-aux-Saints化石人骨である。本例は

ほぼ完全な頭骨のほか，脊椎骨，四肢骨など多くの部

分が残っており，ネアンデルタール人の化石としては

もっとも完全に近い資料のひとつであるといわれる

(埴原；1981)。本骨格では全身にわたり著しい変形性

骨関節症(Osteoarthritis)が認められており (Straus

andCave; 1957),特に頚椎から腰椎にいたる脊柱全

体での変形性脊椎症は著しく，それがためにかつては

Bouleなどによって，ネアンデルタール人は腰や膝が

曲がり，頭を前方に突出させた姿勢であって，現代人

のような完全な直立歩行はできなかったという誤った

判断をされていたほどであった。

第2例はアフリカのザンビアにあったブロークン・

ヒルと呼ばれる採石場から1921年に発見されたほぼ完

全で頑丈な頭蓋(RhOdesianmanあるいはBrocken

Hillmanと呼ばれている頭骨）である（図4)｡

本頭蓋には上顎歯槽部に歯周性疾患によると考えら

れる膿瘍痕がいくつか認められる他，左側頭部に辺縁

の明瞭なほぼ円形の骨欠損が存在している。後者の病

変は外傷によるものかあるいは化膿性病変によるもの

かまだ確定的ではないものの， この骨欠損部分がちょ

うど中硬膜動脈の太い分枝部分に対応していることか

ら， もしこの骨欠損が外傷によるものとすれば，本個

体はそれによる激しい硬膜外出血による死亡を推定で

きるし， もし化膿性の病変であるとすれば歯周病から

の化膿病巣の頭蓋内への進展を示唆しうる病変という

ことになる。

次に紹介するのはイラク北部クルディスタン地方の

シャニダールという洞窟遺跡から出土したネアンデル

タール(Shanidar)化石人骨群についてである。この

人骨群は1953年から60年にかけてSoleckiを中心とす

る調査団によって発掘され， 7個体分の人類化石であ

ることが確認されている。これらの人骨については幾

つかの特異な点が知られている(埴原；1981)。すなわ

ち， 1）第1， 2， 3号はともに洞窟の落石事故によ

って死亡。 2）第1号は右前腕が肘関節直上で生前に

切断され，同側の肩甲骨および上腕骨に発育不全（廃

用性萎縮？）が認められる。 3）第3号は肋骨に切瘡

があり，この傷の治癒過程の間に事故死したなどであ

る。さらに第4号人骨については，その埋葬域の土壌

から野生の花（キク科，ユリ科，マオウ科など）の花

粉が多量に検出され，死亡・埋葬時にこれら多くの花

が伴葬されたと推定されている。発掘者Soleckiはこ

のことからシャニダール人を"thefirst flowerpeo.

ple" (最初に花を愛でし人々） と呼んでいる。

最近，このシャンダール1号人骨には上に述べた病

変の他にDISH(diffuseidiopathicskeletalhyperos.

4． 日本人骨の古病理学

日本での古病理学研究の歴史は比較的古く，明治27

年（1894）に当時東京帝国大学医学部解剖学教授であ

った小金井良精が，明治21年および22年の2回にわた

っておこなった北海道でのアイヌ人骨格の人類学的調

査で収集された骨格資料での外傷性病変や感染症性病

変について，ごく簡素ではあるが，その記載をおこな

ったのが噛矢である。小金井はさらに，眼窩鯖(Cribra

orbitalia)についてもその頻度や成因について骨格資

料をもとに考察し，本症が鉄欠乏症貧血や栄養不良な

どと関連することを実証したりしている(Koganei ;

1912)。

その後，わが国において本格的に古病理学の研究と

取り組んだのは大正から昭和にかけて，当時京都帝国
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大学病理学教授であった清野謙次とその門下生達であ

った。清野らはまず全国各地の貝塚を発掘して第1次

基礎資料ともいうべき人骨査料を収集することから取

り掛かった。その結果，大正8年（1919）から10年に

かけての岡山県津雲貝塚での発掘によって74体の人骨

が得られ，続いて大正11年から12年にかけては愛知県

渥美半島の吉胡貝塚では合計302体という記録的な数

の石器時代(縄文時代)人骨を発掘し，大正14年(1925）

の時点での石器時代人骨の収集数は559体に達してい

たという（山口敏；1990)。清野はこれら膨大な数の人

骨資料について詳細な計測法と近代的な生物統計学の

方法に則して集計し，次々と形質人類学的報告を行っ

たが， （これと平行して)病理学的な所見についてもま

とめこれを記載した。すなわち，大正12年に「化石病

理学，特二日本原住民族ノ骨疾病二就テ」を発表し，

わが国にPaleopathologyの用語を紹介するとともに，

古人骨160例を対象として古病理学的観察を行い,17例

23ヶ所の骨病変の記載を行っている（清野，星島；

1922)。そのなかには，岡山県粒江貝塚出土の老年男性

人骨(103号)に認められた第3胸椎への石雛嵌入例(即

死と判定されている）や津雲貝塚出土の成年男性頭蓋

(24号)での左側乳様突起基部に認められた良性骨腫の

症例を記載し， さらには四肢骨での骨折は多数に認め

られ，特に尺骨での骨折が多いことなどを記述してい

る。

第2次大戦後，わが国での古病理学の研究は人骨資

料の増加にともなって大きな発展をとげている。すな

わち，鎌倉市材木座から出土した中世（鎌倉時代）の

多数の埋葬人骨に見い出された利器による損傷を中心

とするさまざまなタイプの外傷性病変（鈴木（尚) j

l956）をはじめとして，江戸時代人骨集団での骨梅毒

の流行に関する研究(Suzuki,T. ; 1984),我国での悪

性腫瘍による骨病変の研究(Suzuki,T. j l989)など

多彩な古人骨病変についての研究が種み重ねられてき

ている（小片； 1978，鈴木（隆） ；1988等参照)。

る結核症について単にその起源のみならず，結核症の

初期の流行が存在するための文化的・生物学的背景も

疫学的側面から解析がなされてきている。そして，こ

のような結核症の初期の流行は現代日本人の成立に少

なからぬ影響を及ぼした可能性が指摘されるに到って

おり (SuzUki,T;1991,鈴木; 1993),学際的研究分

野である今日の古病理学の重要性がますます増加して

いることを付記して本論を終えることにする。
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Abstract

HumanPaleopathology

AstudyonhImanpaleolathologyhasalong

historyintheworldincludingJapan.Inthispaper,

theauthorreviewsitshistorywithearlydistin-

guishedachievementsonthefossilpaleopatholo-

gyandcurrentdirectionsofthestudywhich

coversnowverywidebioculturalrangeofancient

humanpopulations.

要約

人類の古病理学

人類の古病理学は洋の東西を問わず長い歴史を持っ

ている。ここでは初期の化石人骨資料に関する古病

理学的業績の紹介を始めとして,今日の広く古人集

団での生態や生存をもカバーしている古病理学の取

り組みについて概説する。
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